
講義科目名称：

授業科目の区分等：

TOEIC演習

基礎教育科目　コミュニケーション

授業コード： G5311

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

半期 １年 1 選択

担当教員

清水　真紀子

G（現代ビジネス学科） L（基礎科目） LG（語学・言語学） 105（基礎・入門科目）

授業のねらい（概
要）

ビジネスの現場で使われる英語に慣れ親しむことは、グローバル社会へと舵を切ってっている日本社会での就
職活動時や、将来の現場で非常に役に立ちます。ここではTOEIC L&R が初めての学生を対象に、５０点前後(英
検準2程度)を目標にした授業運営を行います。このTOEIC演習では、全パートの入門編に挑戦します。まずはこ
のテストの特色、問題の傾向や心得を学び、英文法の基礎を徹底的に復習します。リスニングでは音への意識
の違いという基礎から、音の規則（音の連結、同化、消滅等）のパターンの認識、内容語、機能語、また機能
語の強形、弱形などを学びます。また基礎的な会話のやり取りのパターンを、音読を通し、正しい発音で発話
の練習を重ねることでリスニング力を高め、スコアアップにつなげます。目標のスコアを達成するために正
解、不正解の根拠を自分で説明できるようになるまで問題を繰り返し解き、時には教員の代わりに解答解説を
してもらいます。このクラスの一番の目標は出題出題形式に慣れ、問題パターンを読み解けるを読み解ける知
識を付けることです。 またTOEIC頻出語彙を増やすために単語小テスト（クイズ）を１０回、復習テストを２
回実施します。

授業計画 第1回 オリエンテーション
授業概要の説明・成績評価の方法・授業の進め方、TOEIC L＆R テストの傾向と対策について
予習(時間):シラバスでどのような内容の英語を学んでいくのかを理解する。(30)
復習(時間):オリエンテーション内容の復習と次週の問題を解き備える。(30)

第2回 TOEIC Part 1 演習 【Textbook Day1 Day2】
今回はパート1で出題される「写真描写問題(基礎知識編)」を取り上げます。
予習(時間):授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。(30)
復習(時間):授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第3回 TOEIC Part 2 演習 【Textbook Day3 Day4 Day５】
今回はパート2で出題される応答問題の「疑問詞を使った疑問文」、「Yes/No疑問文」と「依
頼」、「勧誘」、「申出」を取り上げます。問題演習を中心に行い 実践力を身に付けます。単語
クイズ２実施予定
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。先週の課題を見
直し、分からない単語やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第4回 TOEIC Part 2 演習【Textbook Day６】
今回はパート１、２の復習を行います。単語クイズ３実施予定
予習(時間): 第２回、第３回の課題を見直し、自分の課題を見つけておく。分からない単語やフ
レーズを覚え単語クイズに備える。(30)
復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第5回 TOEIC Part ５ 演習【Textbook Day７、８】
今回はパート５で出題される「品詞問題(基礎知識編)」を取り上げます。まず品詞のそれぞれの
特徴を復習します。また動詞の時制の問題を解き、時制の使い方を復習します。単語クイズ４実
施予定
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。先週の課題を見
直し、分からない単語やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
 復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」
を説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第6回 TOEIC Part ５ 演習【Textbook Day９、１０】
今回もパート５で出題される「品詞問題」を取り上げます。ここでは代名詞、関係代名詞を復習
と接続詞と前置詞の使い方の違いを取り上げます。単語クイズ５実施予定。
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。先週の課題を見
直し、分からない単語やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第7回  Part ５総復習
今回はパート５の復習です。今まで授業でやったことを見直していきます。今回は学生が教員の
代わりに「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を説明します。（教員がヘルプにつき
ます。）しっかりと説明できるように準備してください。単語クイズ１－５の復習クイズ実施予
定。
予習(時間):今までの内容を再確認し、担当箇所の理解度が低い部分やや、あいまいな点など確認
し、授業で説明できるよう準備しておく。(30)
復習(時間):復習で明らかになった弱点を再確認し、次週のミッドタームテストに備える。(30)

第8回 ミッドタームテスト
今回はミッドタームテスト本番です。前半部で行った授業で行った内容の定着度を測ります。
予習(時間):今までまなんだ内容を再確認し、理解度が低い項目や、あいまいな点などを見直す。
(60)
復習(時間):テストでできなかった項目を見直し、次回の授業で質問できるようにリストアップし
ておく。(60)

第9回 ミッドタームテストフィードバック
今回は前回実施したミッドタームテストのフィードバックを行います。どこで躓いたのか、ま
た、どのレベルの問題ができなかったのかを再確認します。履修者同士で解答を共有しながら、
お互いの解答の質を高め、ファイナルテストに繋げていきます。
予習(時間):先週実施したミッドタームテストでできなかった箇所やわからなかった部分を質問で
きるようにリストアップを行う。(30)
復習(時間):ミッドタームでできなかった項目を見直し、ファイナルテストに向けてしっかり自分
の中で納得がいく説明ができるようにする。(30)
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予習(時間):先週実施したミッドタームテストでできなかった箇所やわからなかった部分を質問で
きるようにリストアップを行う。(30)
復習(時間):ミッドタームでできなかった項目を見直し、ファイナルテストに向けてしっかり自分
の中で納得がいく説明ができるようにする。(30)

第10回 TOEIC Part ７演習【Textbook Day２１、２２】
今回はパート７で出題される「シングルパッセージ」を取り上げます。よく出題される文書を読
み、傾向と対策を学習します。問題演習を中心に行い実践力を身に付けます。単語クイズ６実施
予定。
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。分からない単語
やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第11回 TOEIC Part ７演習【Textbook Day２３、２４】
今回もパート７で出題される「シングルパッセージ」を取り上げます。今回取り上げるのは
チャット問題とメール問題です。ここでもパターン、傾向と対策を学習します。単語クイズ７実
施予定。
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。分からない単語
やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第12回 TOEIC Part ７演習【Textbook Day２３、２４】　復習
今回は今まで学んだパート７を復習します。ここでも学生が教員の代わりに担当箇所の解説説明
を行います。しっかりと説明できるように準備してください。単語クイズ８実施予定。
予習(時間):今までの内容を再確認し、担当箇所の理解度が低い部分やや、あいまいな点など確認
し、授業で説明できるよう準備しておく。(30)
復習(時間):復習で明らかになった弱点を再確認する(３0)

第13回 TOEIC Part ３演習【Textbook Day１２、１３，１４】
今回はリスニングセクションのパート３で出題される「会話問題」を取り上げます。日常場面の
会話を通して、重要語句、頻出設問を学び、パターンを身につけます。単語クイズ９実施予定。
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。分からない単語
やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
復習(時間): 授業で扱った項目の復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を
説明できるようにする。自分で決めた課題の音読をこなす。(30)

第14回 TOEIC Part ４演習【Textbook Day１６、１７】
今回はパート４で出題される「説明文問題」を取り上げます。パート４でよく出題されるアナウ
ンス問題を通して、重要語句を学び、パターンを身につけます。単語クイズ１０実施予定。
予習(時間): 授業内で学習予定の内容をあらかじめ理解し、設問を解いておく。分からない単語
やフレーズを覚え、単語クイズに備える。(30)
復習(時間):授業で扱った項目を配布資料にしたがって復習をし、「正解選択肢の根拠」と 「不
正解選択肢の根拠」を説明できるようにする。(30)

第15回 総復習
今回は、今まで学んだことを全て復習しファイナルテスト備えます。演習で間違えた問題、類似
問題をもう一度解き、「正解選択肢の根拠」と 「不正解選択肢の根拠」を説明できるようにしま
しょう。単語クイズ６－１０復習クイズ実施予定。
予習(時間):今までの内容を再確認し、理解度が低い部分や、あいまいな点など確認し、授業で質
問できるよう準備しておく。６－１０の単語クイズで間違えた箇所を確認し、復習テストに備え
る。(60)
復習(時間):復習で明らかになった弱点を再確認し、次週のファイナルテストに備える。(60)

授業を通して身に
付けることができ
る能力（DP）

DP(短期大学部)の次の項目を意識した科目になっている。 ２.基礎的知識を身に付けており、学んだことを発
信できる能力
身に付くスキル：学び続ける姿勢、グローバルな視野

到達目標 ●TOEICテストで使用される単語や重要語句を聞いて、意味を瞬時に答えることができる。
●TOEICテストで使用される短めの会話やトークを聞いて、内容を理解し、それに関する設問に応答することが
できる。
●TOEICテストで使用される文書を読んで理解し、設問に答えることができる。

課題や小テスト等
のフィードバック
の方法

●単語クイズに関しては、その場で答え合わせを行いフィードバックを行います。
●中間テストに関しては、次週の答え合わせ時にフィードバックを行います。
●単語クイズに関しては、その場で答え合わせを行いフィードバックを行います。
中間テストに関しては、次週の答え合わせ時にフィードバックを行います。
期末テストに関しては、学期終了後になりますが、必要な学生に対し個別でフィードバックを行います。

履修上の注意 この講義では、毎回出席(やむをえない場合を除く)が原則です。欠席をした場合は本人の責任で授業内容の穴
を埋める努力をしてください。“欠席したから宿題がわからなかった”または“欠席した日の復習が出来な
かった”等は大学では通用しません。自ら動いてください。また、授業開始同時に単語クイズを行うので、遅
刻をしてしまうと受けることができなくなるので注意してください。

成績評価の方法・
基準

単語クイズ 25%
中間テスト 25%
期末テスト 30%
授業担当（教員の代わりに解答解説をすること、２回担当予定）　２０％

教科書 TOEIC L&R テスト書き込みドリル【スコア５００全パート入門編】　桐原書店　早川幸治著　1,350円＋税

参考書・教材 TOEIC L&R テスト　英文法　ゼロからスコアが稼げるドリル　アルク　高橋恭子著　1,200円＋税

備考

教員との連絡方法 「メール」、「オフィスアワー」、「EDMODO」 を利用してください。
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